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日
本
を
取
り
巻
く
戦
略
環
境
は
逼ひ
っ

迫ぱ
く

し
て

い
る
。
米
中
首
脳
会
談
や
中
韓
首
脳
会
談
を

経
て
、
米
国
と
韓
国
が
中
国
寄
り
に
軸
足
を

移
し
て
い
る
。
中
国
は
東
ア
ジ
ア
で
韓
国
と

米
国
を
取
り
込
み
、
日
本
が
孤
立
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
グ
ロ
ー
バ
ル

に
仕
掛
け
て
い
る
。
中
国
と
韓
国
に
よ
る
従

軍
慰
安
婦
問
題
や
歴
史
問
題
な
ど
の
恣
意
的

な
情
報
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
流
布
さ
れ
続
け
て

い
る
。
そ
の
最
先
端
に
あ
る
の
が
、
中
国
の

尖
閣
諸
島
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
り
、
日
本
固

有
の
領
土
が
日
々
脅
か
さ
れ
続
け
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
集
団
的
自
衛
権
で
日
米
同
盟
を

強
化
し
抑
止
力
を
確
実
に
せ
ね
ば
こ
の
危
機

は
乗
り
切
れ
な
い
。

参
議
院
選
挙
後
に
「
人
民
日
報
」（
７
月

23
日
付
）
は
、「
安
倍
政
権
は
長
期
政
権
に

な
る
」
と
予
測
し
た
上
で
、「
日
中
は
〝
冷

た
い
対
立
〟
の
時
代
に
突
入
し
た
」「
そ
の

打
破
を
望
む
な
ら
安
倍
政
権
が
対
中
姿
勢
を

大
き
く
改
め
る
こ
と
が
条
件
で
あ
り
、
で
き

な
け
れ
ば
中
国
は
こ
の
ま
ま
〝
膠こ

う
ち
ゃ
く

着
状
態
〟

を
続
け
る
。
そ
の
状
況
が
安
定
す
る
こ
と
は

北
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
と
り
不
幸
中
の
幸
い
で

あ
る
」
と
主
張
し
た
。
中
国
は
民
間
漁
船
・

船
舶
、
政
府
公
船
、
飛
行
機
で
頻
繁
に
、
領

海
、
領
空
、
時
に
は
上
陸
を
仕
掛
け
て
く

る
。
ま
さ
に
、
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
り
日
中
消

耗
戦
が
継
続
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ

ら
に
挑
発
行
為
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
可
能

性
が
大
き
い
。

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認
後
の
手
続
き

安
倍
総
理
は
「
日
本
を
守
る
」
こ
と
を
訴

え
て
先
の
衆
議
院
選
挙
で
政
権
を
奪
還
し

た
。
７
月
21
日
の
参
議
院
選
挙
で
も
領
土
問

題
を
念
頭
に
憲
法
改
正
や
集
団
的
自
衛
権
行

使
を
訴
え
て
勝
利
し
た
。
安
倍
総
理
の
態
度

は
一
貫
し
て
ぶ
れ
ず
、
た
び
た
び
の
中
国
か

ら
の
挑
発
的
発
言
や
行
為
に
対
し
て
も
「
領

土
で
あ
る
尖
閣
諸
島
を
守
る
」
と
い
う
姿
勢

を
貫
い
て
い
る
。
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
中
国

と
の
「
膠
着
状
態
」
の
継
続
は
日
本
に
と
り

「
強
い
国
家
」
へ
の
好
機
と
な
る
。
日
本
は
、

こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
集
団
的
自
衛
権
行

使
の
容
認
お
よ
び
そ
の
他
の
法
整
備
な
ど
を

「
領
土
防
衛
」
と
い
う
大
義
名
分
の
下
に

淡
々
と
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
千
載
一
遇
の

チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
尖
閣
諸
島
を
ど
う
守
る
の
か
─
。

尖
閣
諸
島
防
衛
の
た
め
に
米
国
の
抑
止
力
の

確
保
が
必
要
十
分
条
件
と
な
る
。
そ
れ
に
は

日
本
政
府
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認
が

必
要
で
あ
る

し
か
し
な
が
ら
、
米
政
府
は
「
尖
閣
諸
島

は
日
米
安
保
条
約
第
５
条
の
適
応
範
囲
」
と

明
言
す
る
一
方
、「
尖
閣
諸
島
の
施
政
権
は

日
本
に
あ
る
が
、
最
終
的
な
領
有
権
に
は
関

与
し
な
い
」（
米
議
会
上
院
）
と
す
る
。
ま

た
、
オ
バ
マ
政
権
は
軍
事
費
の
大
幅
削
減
が

確
実
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
中
国
に
融
和

路
線
を
追
求
し
た
い
反
面
、
日
米
同
盟
の
信

頼
性
維
持
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

安
倍
政
権
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
へ

本
格
始
動

安
倍
総
理
が
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認

に
向
け
て
の
動
き
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
方
策
と

し
て
は
、
憲
法
改
正
、
憲
法
解
釈
の
変
更
、

安
全
保
障
基
本
法
の
策
定
、
国
会
の
決
議
な

ど
の
方
法
が
あ
る
。
し
か
し
、
自
民
党
が
連

立
を
組
む
公
明
党
は
憲
法
改
正
お
よ
び
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
消
極
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
安
倍
総
理
は
憲
法

改
正
よ
り
憲
法
解
釈
の
変
更
を
先
行
さ
せ
て

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
の
容
認
を
行
お
う
と

し
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
後
の
論
点
で
あ

る
。

日
本
を
取
り
巻
く
戦
略
環
境
が
逼
迫
し
て
い
る
。
そ
の
最
先
端
に
あ
る

の
が
中
国
の
尖
閣
諸
島
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
り
、
日
本
固
有
の
領
土
が

日
々
脅
か
さ
れ
続
け
て
い
る
。
尖
閣
諸
島
防
衛
の
た
め
に
は
日
本
政
府

に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認
が
最
も
近
道
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
日
米
同
盟
を
強
化
し
、
米
国
か
ら
の
抑
止
力
を
確
実
に
し
な
け
れ

ば
こ
の
危
機
は
乗
り
切
れ
な
い
。

集
団
的
自
衛
権
と
日
米
同
盟

─
今
、な
ぜ
集
団
的
自
衛
権
な
の
か

かわかみ・たかし
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ラ
グ
ア
の
主
張
に
対
す
る
米
国
の
集
団
的
自

衛
権
を
援
用
し
た
抗
弁
に
対
し
て
、
慣
習
法

上
、
攻
撃
を
受
け
た
旨
の
武
力
攻
撃
の
犠
牲

国
に
よ
る
「
宣
言
」
と
、
犠
牲
国
に
よ
る

「
要
請
」
が
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
要
件
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

必
要
と
な
る
日
米
安
保
条
約
改
定

こ
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
「
要
請
」
が

重
要
で
あ
る
。
問
題
は
、
も
し
自
衛
隊
の
艦

船
が
日
本
国
領
海
内
で
攻
撃
を
受
け
た
場

合
、
武
力
攻
撃
を
受
け
た
と
の
「
宣
言
」
に

加
え
、
米
国
に
対
す
る
「
要
請
」
が
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
事
態

が
緊
迫
し
て
い
る
場
合
、
要
請
を
い
ち
い
ち

行
う
時
間
的
余
裕
が
な
い
。
そ
れ
を
見
越
し

て
、
軍
事
同
盟
で
は
あ
ら
か
じ
め
協
約
書
に

そ
の
旨
が
詳
細
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
北
大
西
洋
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
条
約

の
第
６
条
は
、
第
５
条
（
武
力
攻
撃
に
対
す

る
共
同
防
衛
）
の
規
定
の
適
用
上
の
範
囲
を

第
１
項
と
第
２
項
で
定
め
て
い
る
。
第
１
項

は
「
適
応
範
囲
（
領
域
）」
で
あ
り
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
若
し
く
は
北
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
い

ず
れ
か
の
締
約
国
の
領
域
（
中
略
）、
ト
ル

コ
の
領
土
又
は
北
回
帰
線
以
北
の
北
大
西
洋

地
域
に
お
け
る
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
管
轄

下
に
あ
る
島
」
と
、
そ
の
地
域
・
領
域
を
明

確
に
し
て
い
る
。
こ
れ
を
日
米
安
保
条
約
に

照
ら
し
合
わ
せ
た
場
合
、
第
５
条
の
「
各
締

約
国
は
、
日
本
国
の
施
政
の
下
に
あ
る
領
域

に
お
け
る
（
以
下
略
）」
と
な
り
、「
日
本
国

の
施
政
下
」
を
適
応
範
囲
と
し
て
い
る
。
従

っ
て
、
こ
の
領
域
を
ど
こ
ま
で
拡
大
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
、
も
し
く
は
、
こ
の
ま
ま
に

す
る
の
か
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ち
な

み
に
、
米
韓
相
互
防
衛
条
約
で
は
、「
太
平

洋
地
域
」
を
そ
の
適
応
範
囲
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
条
約
第
６
条
第
２
項
は

「
領
域
以
外
の
も
の
」
で
あ
り
、「
い
ず
れ
か

の
締
約
国
の
軍
隊
、
船
舶
又
は
航
空
機
で
、

前
記
の
地
域
（
中
略
）、
地
中
海
若
し
く
は

北
回
帰
線
以
北
の
北
大
西
洋
地
域
又
は
そ
れ

ら
の
上
空
に
あ
る
も
の
」
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
条
約
第
６
条
第
２
項
に
相
当

す
る
も
の
が
日
米
安
保
条
約
に
は
抜
け
て
い

る
。
こ
の
項
に
相
当
す
る
も
の
を
日
米
安
保

条
約
（
お
そ
ら
く
第
５
条
）
に
加
筆
す
れ
ば

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
事
前
の
「
要
請
」
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
米
軍
の
自
衛
隊

に
対
す
る
集
団
的
自
衛
権
の
履
行
は
確
実
と

な
る
。
そ
れ
は
、
同
時
に
安
保
法
制
懇
で
論

じ
ら
れ
て
い
る
４
類
型
の
う
ち
の
「
公
海
に

お
け
る
米
艦
の
防
護
」
お
よ
び
「
米
国
に
向

か
う
か
も
し
れ
な
い
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
迎

撃
」
の
遂
行
の
問
題
は
な
く
な
る
。
従
っ

て
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認
後
に
は
日

米
安
保
条
約
に
項
目
を
加
筆
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
ろ
う
。

集
団
的
自
衛
権
行
使
後
の
手
続
き 

─「
侵
略
」の
定
義

で
は
、
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
り
海
上
保
安
庁

尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
日
中
間
の
紛
争
に
「
巻

き
込
ま
れ
る
」
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。
と
な

れ
ば
日
本
は
再
保
障
を
米
国
か
ら
得
る
た
め

に
は
米
国
か
ら
確
約
を
取
る
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
の
論
点
は
集
団
的
自
衛
権
行
使
を

容
認
し
た
後
、
米
国
を
い
か
に
自
動
的
に

「
巻
き
込
む
」
の
か
─
。
言
い
換
え
る
な
ら

ば
、
自
衛
隊
が
自
衛
権
行
使
に
踏
み
切
っ
た

場
合
、
い
か
に
米
軍
に
自
動
的
に
関
与
さ
せ

る
仕
組
み
を
作
っ
て
お
く
の
か
が
重
要
と
な

る
。安

倍
総
理
は
参
議
院
選
挙
後
の
７
月
22
日

の
記
者
会
見
で
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
の

論
議
を
始
め
る
こ
と
を
宣
言
し
、
８
月
２
日

に
は
、
次
期
内
閣
法
制
局
長
官
に
小
松
一
郎

駐
仏
大
使
の
起
用
を
決
定
し
た
。
集
団
的
自

衛
権
を
め
ぐ
る
憲
法
解
釈
見
直
し
論
議
を
積

極
的
に
推
し
進
め
る
た
め
、
従
来
の
「
集
団

的
自
衛
権
は
保
有
す
る
が
行
使
で
き
ず
」
と

す
る
見
解
を
堅
持
す
る
山
本
庸
幸
内
閣
法
制

局
長
官
の
代
わ
り
に
、
容
認
派
人
事
を
行
っ

た
。集

団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認
が
憲
法
解
釈

に
よ
り
、
も
し
く
は
集
団
的
自
衛
権
を
容
認

す
る
国
家
安
全
保
障
基
本
法
案
が
国
会
で
承

認
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
問
題
が
生

じ
る
。
こ
の
点
、
国
会
で
も
安
保
法
制
懇
で

も
い
ま
だ
論
議
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

小
松
一
郎
内
閣
法
制
局
長
官
は
著
書
『
実

践
国
際
法
』
の
中
で
、
集
団
的
自
衛
権
行
使

の
前
提
と
し
て
三
つ
を
列
挙
す
る
。
第
一
に

「
必
要
性
」、
第
二
に
「
比
例
性
」、
第
三
に

武
力
攻
撃
を
受
け
た
旨
の
「
宣
言
」
と
支
援

の
「
要
請
」
が
要
件
と
な
る
、
と
述
べ
て
い

る
。第

一
の
「
必
要
性
」
と
は
、
差
し
迫
っ
て

圧
倒
的
な
侵
害
に
対
す
る
自
衛
の
必
要
が
認

め
ら
れ
、
他
に
こ
の
侵
害
を
排
除
す
る
手
段

が
な
い
場
合
。
第
二
の
「
比
例
性
」
と
は
、

自
衛
が
侵
害
と
不
均
衡
に
な
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。
第
一
と
第
二
の
必
要
性
・

比
例
性
の
原
則
は
、「
自
衛
権
の
本
質
的
要

件
」
と
呼
ば
れ
る
。
日
本
国
政
府
も
こ
れ
を

踏
ま
え
て
自
衛
権
が
発
動
で
き
る
の
は
「
自

衛
権
行
使
の
三
要
件
」（
①
わ
が
国
に
対
す

る
急
迫
不
正
の
侵
害
が
あ
る
こ
と
、
②
こ
の

場
合
に
こ
れ
を
排
除
す
る
た
め
に
他
の
適
当

な
手
段
が
な
い
こ
と
、
③
必
要
最
小
限
度
の

実
力
行
使
に
と
ど
ま
る
べ
き
こ
と
）
を
満
た

す
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
て
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
必
要
条
件

の
第
三
で
あ
る
が
、
武
力
攻
撃
を
受
け
た
旨

の
「
宣
言
」
と
支
援
の
「
要
請
」
が
必
要
と

な
る
。
こ
の
点
に
関
し
日
本
政
府
は
、
集
団

的
自
衛
権
行
使
の
た
め
に
は
、
武
力
攻
撃
を

受
け
た
国
の
「
要
請
な
い
し
は
同
意
」
を
要

す
る
こ
と
を
１
９
８
０
年
３
月
11
日
に
伊
達

宗
起
外
務
省
条
約
局
長
は
第
91
回
国
会
参
議

院
予
算
委
員
会
の
答
弁
で
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
１
９
８
４

年
11
月
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
国
内
の
反
政
府
ゲ
リ

ラ
（
コ
ン
ト
ラ
）
に
対
す
る
米
国
に
よ
る
軍

事
的
支
援
が
国
際
法
に
違
反
す
る
と
の
ニ
カ
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要
と
さ
れ
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
最
高
意
思
決
定

機
関
は
北
大
西
洋
理
事
会
で
、
全
会
一
致
が

原
則
で
あ
る
。
集
団
的
自
衛
権
発
動
の
要
件

と
し
て
、
米
国
が
発
動
を
求
め
加
盟
国
の
説

得
に
努
め
た
。
米
国
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
を

説
得
す
る
た
め
に
「
９
・
１１
テ
ロ
」
直
後
に

ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
国
務
副
長
官
と
ウ
ル
フ
ォ
ウ

ィ
ッ
ツ
国
防
副
長
官
を
そ
れ
ぞ
れ
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
本
部
へ
派
遣
し
た
。
当

初
、
英
、
仏
、
ス
ペ
イ
ン
は
支
持
、
独
、
オ

ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
否
定

的
で
、
ド
イ
ツ
に
至
っ
て
は
よ
り
明
白
な
証

拠
の
提
示
を
米
国
に
求
め
た
。

そ
の
結
果
、
米
国
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
具
体
的

な
軍
事
行
動
を
求
め
ず
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
求
め
た
。
つ
ま
り
、
集
団
的
自
衛
権
行
使

の
程
度
は
双
方
の
国
家
の
「
協
議
」
に
よ
り

決
め
ら
れ
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
条
約
は
第
９
条
に

お
い
て
「
実
施
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す

る
」
取
り
決
め
を
持
つ
。
ま
た
、
日
米
安
保

条
約
で
は
第
４
条
で
「
い
ず
れ
か
一
方
の
締

約
国
の
要
請
に
よ
り
協
議
す
る
」
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
集
団
的
自
衛
権

は
「
地
球
の
裏
側
で
も
参
戦
す
る
」
と
い
う

論
議
は
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認
即
戦

争
と
い
う
単
純
な
議
論
で
あ
る
。

で
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
で
ど
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。
ま
ず
、
日
米

安
保
条
約
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
な
み
の
双
務
条
約
と

な
っ
た
時
に
初
め
て
米
軍
と
自
衛
隊
と
の
一

体
行
動
が
可
能
と
な
り
尖
閣
諸
島
防
衛
な
ど

中
国
に
対
す
る
強
力
な
抑
止
力
と
な
る
。
例

え
ば
、
日
米
共
同
訓
練
「
ド
ー
ン
ブ
リ
ッ
ツ

２
０
１
３
」（
６
月
）
で
は
自
衛
艦
「
ひ
ゅ

う
が
」
に
米
海
兵
隊
の
Ｍ
Ｖ
─
22
Ｂ
（
オ
ス

プ
レ
イ
）、
Ａ
Ｈ
─
64
Ｄ
、
Ｃ
Ｈ
─
47
Ｊ
Ａ

な
ど
の
ヘ
リ
が
離
着
陸
し
た
。
今
後
、
自
衛

艦
が
米
軍
ヘ
リ
を
搭
載
し
、
東
シ
ナ
海
の
シ

ー
レ
ー
ン
防
衛
を
行
え
ば
尖
閣
諸
島
へ
の
こ

の
上
な
い
抑
止
力
と
な
る
。
そ
の
他
、
航
空

自
衛
機
か
ら
米
軍
機
へ
の
空
中
給
油
、
常
時

の
多
国
間
共
同
訓
練
、
朝
鮮
半
島
等
で
の
有

事
の
際
の
邦
人
救
出
、
国
連
平
和
維
持
活
動

（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
へ
の
参
加
、
周
辺
事
態
に
お
け

る
各
種
支
援
・
協
力
活
動
、
在
外
邦
人
等
の

輸
送
な
ど
数
え
れ
ば
き
り
が
な
い
。

ま
た
、
日
米
間
の
防
衛
協
力
が
進
展
す
れ

ば
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
安
定
に
貢
献
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
日
米
同
盟
が
当

該
地
域
の
国
際
公
共
財
と
し
て
平
和
と
安
定

に
貢
献
す
る
よ
う
な
機
能
を
兼
ね
備
え
る
こ

と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
安
倍
政
権
が
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
容
認
を
行
っ
た
後
に
、
米
国
は
日
米
安
保

条
約
の
改
定
も
し
く
は
加
筆
に
同
意
す
る
で

あ
ろ
う
か
。
現
在
、
米
国
は
中
国
を
対
象
と

す
る
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直
し
に
つ
き
消
極

的
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
は
日
中
間
の
争
い
に
「
巻
き
込

ま
れ
る
」
こ
と
を
懸
念
す
る
米
国
に
対
し
て

の
試
金
石
と
な
ろ
う
。
集
団
的
自
衛
権
行
使

の
容
認
を
た
び
た
び
日
本
に
対
し
て
迫
っ
て

き
た
の
は
米
国
で
あ
る
。

や
自
衛
隊
が
中
国
の
公
船
や
中
国
人
民
解
放

軍
と
対た

い

峙じ

す
る
中
で
、
ど
の
よ
う
な
場
合

に
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
踏
み
、

個
別
的
・
集
団
的
自
衛
権
の
発
動
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

国
連
加
盟
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
、
個
別

的
・
集
団
的
自
衛
権
を
発
動
し
た
場
合
、

「
直
ち
に
安
全
保
障
理
事
会
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」（
国
連
憲
章
第
51
条
）。
そ

し
て
そ
の
後
の
手
続
き
と
し
て
、
国
連
憲
章

第
39
条
に
従
っ
て
国
連
安
全
保
障
理
事
会
が

個
別
的
・
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
し
た
加
盟

国
の
行
為
に
関
し
て
、「
侵
略
行
為
の
存
在

を
決
定
」
す
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の

が
、
国
連
加
盟
国
に
対
す
る
「
侵
略
行
為

（act of aggression

）」
の
定
義
で
あ
る
。

侵
略
の
定
義
は
、
１
９
７
４
年
12
月
に
国

連
第
29
回
総
会
で
採
択
さ
れ
た
国
連
決
議
３

３
１
４
「
侵
略
の
定
義
（D

efinition of 
A

ggression

）」
が
あ
り
、
こ
れ
が
、
安
保

理
が
侵
略
行
為
を
判
断
す
る
上
で
の
「
指

針
」
と
な
る
。
日
本
で
は
、
２
０
０
８
年
12

月
11
日
の
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
で
鶴
岡

公
二
外
務
省
国
際
法
局
長
が
、
国
連
決
議
３

３
１
４
は
「
国
連
総
会
に
お
い
て
コ
ン
セ
ン

サ
ス
に
よ
り
採
択
を
さ
れ
た
決
議
」
で
、

「
侵
略
に
つ
い
て
一
定
の
行
為
を
具
体
的
に

列
挙
し
た
相
当
包
括
的
な
内
容
を
含
む
も

の
」
で
は
あ
る
が
、「
そ
れ
自
体
が
法
的
拘

束
力
を
持
つ
も
の
」
で
は
な
く
、「
安
保
理

も
含
め
て
今
後
参
照
し
て
い
く
と
い
う
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
と
し
て
の
性
格
を
付
与
さ
れ
た
も

の
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
で
は
、

第
３
条
で
、
７
項
目
を
挙
げ
、
侵
略
と
は
何

か
を
定
義
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
「
第
３

条
（
ｄ
）
一
国
の
軍
隊
に
よ
る
他
国
の
陸

軍
、
海
軍
若
し
く
は
空
軍
又
は
船
隊
若
し
く

は
航
空
隊
に
対
す
る
攻
撃
」
と
あ
る
。
従
っ

て
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
日
米
安
保
条
約
第

５
条
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
条
約
第
６
条
第
２
項
の

よ
う
に
「
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
軍
隊
、
船

舶
又
は
航
空
機
」
と
い
っ
た
条
文
を
加
筆
せ

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

集
団
的
自
衛
権
行
使
で
何
が
で
き
る
の
か

ま
た
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認
を
す

る
こ
と
で
日
本
は
米
国
を
守
る
と
い
う
義
務

を
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
米
国
の
戦
闘
行
動
に

「
巻
き
込
ま
れ
る
」
の
で
は
な
い
か
と
い
う

論
議
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
情
緒
的

な
短
絡
思
考
で
あ
る
。
集
団
的
自
衛
権
を
行

使
す
る
か
ど
う
か
は
、
あ
く
ま
で
政
権
が
適

宜
判
断
し
て
い
く
問
題
で
あ
る
し
、
事
案
ご

と
に
そ
の
程
度
や
内
容
は
米
国
と
の
交
渉
が

可
能
で
あ
る
。

例
え
ば
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
、
２
０
０
１
年
９

月
11
日
の
対
米
同
時
多
発
テ
ロ
（
９
・
１１
テ

ロ
）
を
米
国
へ
の
武
力
攻
撃
と
見
な
し
、
１

９
４
９
年
の
創
設
以
来
初
め
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
条

約
第
５
条
の
集
団
的
自
衛
権
を
発
動
し
た
。

こ
の
時
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
集
団
的
自
衛
権
発
動

決
定
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
加
盟
国
の
同
意
が
必
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